
「
観
光
と
伝
統
工
芸
を
含

め
た
地
場
産
業
再
生
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
講
演
で
野
本
教

授
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

観
光
ニ
ー
ズ
は
、
高
齢
社
会

を
視
野
に
入
れ
た
滞
在
型
・

体
験
型
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
指

摘
。
創
造
性
豊
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
が
魅
力
的
な
観

光
ル
ー
ト
を
生
み
、
地
域
の

利
益
に
も
つ
な
が
る
と
の
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
独
自
性
と
人
任

せ
に
し
な
い
取
り
組
み
が
欠

か
せ
な
い
。
観
光
資
源
は
歴

史
文
化
を
深
く
掘
り
下
げ
る

こ
と
で
発
見
可
能
と
説
明
。

受
講
者
の
一
人
は
「
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
観

光
プ
ラ
ン
を
一
般
募
集
し
て

み
れ
ば
…
」
な
ど
と
夢
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
法
務
問
題
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
ん
し
ん
が
十
月
二
十

五
日
、
つ
ど
え
～
る
で
「
安

心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
た

め
に
」
と
題
し
て
の
市
民
講

座
を
開
き
、
約
三
十
人
が
受

講
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
師
は
岡
山
県

警
Ｏ
Ｂ
で
行
政
書
士
の
坂
田

美
春
氏
。
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ

ー
・
虐
待
の
実
態
を
紹
介
し

な
が
ら
約
一
時
間
、
予
防
と

対
処
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。

坂
田
講
師
は
「
Ｄ
Ｖ
な
ど

は
密
室
の
中
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
真
実
が
分
か
り

に
く
い
た
め
、
警
察
が
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
」

「
岡
山
県
で
は
昨
年
、
Ｄ
Ｖ

相
談
が
４
０
６
４
件
寄
せ
ら

れ
、
今
年
は
も
っ
と
増
え
る

傾
向
に
あ
る
。
全
国
上
半
期

の
児
童
虐
待
通
告
は
１
３
０

３
７
人
に
も
上
る
が
、
表
面

化
せ
ず
、
被
害
者
を
守
り
き

れ
て
い
な
い
」
「
ス
ト
ー
カ

ー
の
場
合
は
慎
重
に
相
手
を

見
極
め
、
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
身

を
隠
す
こ
と
も
必
要
で
、
相

手
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
逆
効
果
と
な
る
ケ

ー
ス
も
。
で
き
れ
ば
自
然
消

滅
が
望
ま
し
い
」
な
ど
と
述

べ
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
早
く
関
係
機
関
へ
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

受
講
者
ら
は
「
他
人
ご
と

と
片
付
け
ら
れ
な
い
事
例
ば

か
り
。
皆
が
今
の
状
況
を
知

っ
て
お
く
必
要
性
を
感
じ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

が
十
月
二
十
六
日
午
後
、
井

原
町
秋
季
大
祭
に
絡
め
た
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
日

は
気
温
が

上
昇
。
鬼

や
獅
子
に

扮
し
た
人

達
は
「
暑

い
」
を
連

発
し
な
が

ら
向
町
を

出
発
し
、

倉
掛
の
郷

社
足
次
山

神
社
へ
至

る
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市

街
地
を
下
り
ま
し
た
。

井
原
高
校
は
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
か
れ
た

「
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
に
も
協

力
。
生
徒
ら
に
よ
る
模
擬
店

や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
は
、

詰
め
か
け
た
観
光
客
や
地
元

住
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
各
地
か
ら
訪

れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ

ン
が
、
鬼
を
怖
が
っ
て
泣
く

子
ど
も
た
ち
の
表
情
を
盛
ん

に
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
の
祭
り
を
撮
る
の
が

趣
味
と
い
う
関
西
の
夫
婦
連

れ
は
「
井
原
の
鬼
祭
り
は
伝

統
的
な
奇
祭
と
聞
い
て
来
ま

し
た
。
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ

こ
と
で
、
パ
レ
ー
ド
が
長
く

続
け
ば
い
い
で
す
ね
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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坂
田
氏
招
き
市
民
講
座

つ
ど
え
～
る
講
演
会
が
十
一
月
十
五

日
、
就
実
大
学
経
営
学
部
の
野
本
明
成

教
授
を
招
い
て
開
か
れ
、
市
民
約
六
十

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

井原町で交通安全パレード

滞
在
型
観
光
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
く
就
実

大
学
の
野
本
明
成
教
授
＝
つ
ど
え
～
る

●
「
世
の
中
に
は
１
個
１
６

０
０
円
の
も
も
い
ち
ご
や
、

１
斤
３
９
０
０
円
の
食
パ
ン

な
ど
、
プ
レ
ミ
ア
付
き
こ
だ

わ
り
商
品
が
数
多

く
存
在
す
る
。
そ

れ
で
も
買
う
人
が

い
る
ん
で
す
」

▼
「
こ
れ
か
ら
増
え
る
高
齢

者
を
呼
び
込
ま
な
い
手
は
な

い
。
時
間
的
な
ゆ
と
り
の
あ

る
点
に
注
目
し
、
社
会
の
大

き
い
流
れ
と
し
て
も
理
解
し

て
お
く
べ
き
」

■
高
度
な
技
術
を
他
の
事
業

へ
転
用
し
て
み
る
こ
と
は
、

全
く
新
し
い
モ
ノ
が
作
ら
れ

る
楽
し
み
が
あ
る
」

●
「
私
の
と
こ
ろ
へ
だ
け
来

て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た
発
想

は
通
用
し
な
い
」

▼
「
竹
や
和
紙
を
使
っ
た
日

本
の
伝
統
工
芸
品
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
で
人
気
が
高
い
。

各
県
に
あ
る
新
事

業
フ
ァ
ン
ド
を
活

用
し
て
の
起
業
も

お
も
し
ろ
い
」

■
「
単
純
に
売
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
思
い
込
み
は
危
険
。

世
の
中
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
な

い
」

講
師
語
録
あ
れ
こ
れ

ス
ト
ー
カ
ー
行
為

自
然
消
滅
対
策
を

つ
ど
え
～
る
講
演
会

鬼まつりＰＲ

県
警
Ｏ
Ｂ
の
坂
田
美
春
講
師

ＮＰＯあんしん

広
域
観
光

「
観
光
と
伝
統
工
芸
を
含

め
た
地
場
産
業
再
生
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
講
演
で
野
本
教

授
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

観
光
ニ
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ズ
は
、
高
齢
社
会

を
視
野
に
入
れ
た
滞
在
型
・

体
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型
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
指

摘
。
創
造
性
豊
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
が
魅
力
的
な
観

光
ル
ー
ト
を
生
み
、
地
域
の

利
益
に
も
つ
な
が
る
と
の
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
独
自
性
と
人
任

せ
に
し
な
い
取
り
組
み
が
欠

か
せ
な
い
。
観
光
資
源
は
歴

史
文
化
を
深
く
掘
り
下
げ
る

こ
と
で
発
見
可
能
と
説
明
。

受
講
者
の
一
人
は
「
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
観

光
プ
ラ
ン
を
一
般
募
集
し
て

み
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ば
…
」
な
ど
と
夢
を
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ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

高
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者
の
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務
問
題
な
ど

に
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で
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法
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し
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が
十
月
二
十

五
日
、
つ
ど
え
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る
で
「
安

心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
た

め
に
」
と
題
し
て
の
市
民
講
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を
開
き
、
約
三
十
人
が
受
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し
ま
し
た
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こ
の
日
の
講
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は
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県
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で
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政
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の
坂
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美
春
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。
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Ｖ
・
ス
ト
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カ
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・
虐
待
の
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紹
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し

な
が
ら
約
一
時
間
、
予
防
と

対
処
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。

坂
田
講
師
は
「
Ｄ
Ｖ
な
ど

は
密
室
の
中
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
真
実
が
分
か
り

に
く
い
た
め
、
警
察
が
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
」

「
岡
山
県
で
は
昨
年
、
Ｄ
Ｖ

相
談
が
４
０
６
４
件
寄
せ
ら

れ
、
今
年
は
も
っ
と
増
え
る

傾
向
に
あ
る
。
全
国
上
半
期

の
児
童
虐
待
通
告
は
１
３
０

３
７
人
に
も
上
る
が
、
表
面

化
せ
ず
、
被
害
者
を
守
り
き

れ
て
い
な
い
」
「
ス
ト
ー
カ

ー
の
場
合
は
慎
重
に
相
手
を

見
極
め
、
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
身

を
隠
す
こ
と
も
必
要
で
、
相

手
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
逆
効
果
と
な
る
ケ

ー
ス
も
。
で
き
れ
ば
自
然
消

滅
が
望
ま
し
い
」
な
ど
と
述

べ
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
早
く
関
係
機
関
へ
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

受
講
者
ら
は
「
他
人
ご
と

と
片
付
け
ら
れ
な
い
事
例
ば

か
り
。
皆
が
今
の
状
況
を
知

っ
て
お
く
必
要
性
を
感
じ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

が
十
月
二
十
六
日
午
後
、
井

原
町
秋
季
大
祭
に
絡
め
た
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
日

は
気
温
が

上
昇
。
鬼

や
獅
子
に

扮
し
た
人

達
は
「
暑

い
」
を
連

発
し
な
が

ら
向
町
を

出
発
し
、

倉
掛
の
郷

社
足
次
山

神
社
へ
至

る
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市

街
地
を
下
り
ま
し
た
。

井
原
高
校
は
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
か
れ
た

「
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
に
も
協

力
。
生
徒
ら
に
よ
る
模
擬
店

や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
は
、

詰
め
か
け
た
観
光
客
や
地
元

住
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
各
地
か
ら
訪

れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ

ン
が
、
鬼
を
怖
が
っ
て
泣
く

子
ど
も
た
ち
の
表
情
を
盛
ん

に
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
の
祭
り
を
撮
る
の
が

趣
味
と
い
う
関
西
の
夫
婦
連

れ
は
「
井
原
の
鬼
祭
り
は
伝

統
的
な
奇
祭
と
聞
い
て
来
ま

し
た
。
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ

こ
と
で
、
パ
レ
ー
ド
が
長
く

続
け
ば
い
い
で
す
ね
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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坂
田
氏
招
き
市
民
講
座

つ
ど
え
～
る
講
演
会
が
十
一
月
十
五

日
、
就
実
大
学
経
営
学
部
の
野
本
明
成

教
授
を
招
い
て
開
か
れ
、
市
民
約
六
十

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

井原町で交通安全パレード

滞
在
型
観
光
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
く
就
実

大
学
の
野
本
明
成
教
授
＝
つ
ど
え
～
る

●
「
世
の
中
に
は
１
個
１
６

０
０
円
の
も
も
い
ち
ご
や
、

１
斤
３
９
０
０
円
の
食
パ
ン

な
ど
、
プ
レ
ミ
ア
付
き
こ
だ

わ
り
商
品
が
数
多

く
存
在
す
る
。
そ

れ
で
も
買
う
人
が

い
る
ん
で
す
」

▼
「
こ
れ
か
ら
増
え
る
高
齢

者
を
呼
び
込
ま
な
い
手
は
な

い
。
時
間
的
な
ゆ
と
り
の
あ

る
点
に
注
目
し
、
社
会
の
大

き
い
流
れ
と
し
て
も
理
解
し

て
お
く
べ
き
」

■
高
度
な
技
術
を
他
の
事
業

へ
転
用
し
て
み
る
こ
と
は
、

全
く
新
し
い
モ
ノ
が
作
ら
れ

る
楽
し
み
が
あ
る
」

●
「
私
の
と
こ
ろ
へ
だ
け
来

て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た
発
想

は
通
用
し
な
い
」

▼
「
竹
や
和
紙
を
使
っ
た
日

本
の
伝
統
工
芸
品
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
で
人
気
が
高
い
。

各
県
に
あ
る
新
事

業
フ
ァ
ン
ド
を
活

用
し
て
の
起
業
も

お
も
し
ろ
い
」

■
「
単
純
に
売
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
思
い
込
み
は
危
険
。

世
の
中
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
な

い
」

講
師
語
録
あ
れ
こ
れ

ス
ト
ー
カ
ー
行
為

自
然
消
滅
対
策
を

つ
ど
え
～
る
講
演
会

鬼まつりＰＲ

県
警
Ｏ
Ｂ
の
坂
田
美
春
講
師

ＮＰＯあんしん

広
域
観
光



つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
を
図
ろ

う
と
九
月
二
十
六
日
、
関
係

者
五
十
一
人
に
よ
る
交
流
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
つ

ど
え
～
る
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
入
り
、
過
去
一
年

間
に
実
施
さ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
の
各
行
事
や
、
施
設
の
利

用
状
況
な
ど
を
画
像
と
グ
ラ

フ
で
報
告
。
そ
の
後
、
食
事

を
と
り
な
が
ら
参
加
二
十
一

団
体
の
活
動
発
表
と
自
己
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、
め
だ

か
の
集
い
の
藤
井
裕
史
代
表

が
「
健
常
者
が
事
故
や
病
気

で
障
害
者
に
な
る
と
、
引
き

こ
も
り
状
態
に
な
る
ケ
ー
ス

が
目
立
つ
。
私
た
ち
は
毎
月

第
一
土
曜
日
の
午
後
、
つ
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協働のまちづくり推進情報紙平成２６年１１月２０日発行 第２７号 [ 2 ]

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

とき：１２月１３日（土）
開場 1：00
講演 1：30～3：00

会場：アクティブライフ井原
講師：笠井信輔氏（フジＴＶアナ）
演題：人として、報道人として

～震災報道の裏側といのち～
※入場整理券は市内公共施設、つど

え～る、各地区公民館などにあり
ます。入場無料。

つどえ～るパソコン教室の受講者
を募集しています。

◇ ◇
年会費：１０００円
受講料：１回２時間５００円
講 座：通常毎週、火・木・土
教材費：実 費
指 導：重政陽子講師
連絡先：つどえ～る 電話62-9090

つどえ～る登録団体のＮＰＯ法人
やさい塾が９月上旬、ホームページ
を開設しました。

野菜に因み緑色を取り入れた明る
いイメージで「趣旨説明」や「活動
計画」など六つの見出しを使って分
かりやすく組織をＰＲしています。

ミ

ニ

情

報

つどえ～る登録33団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

■協働のまちづくり講演会

備中西商工会青年部美星支部
（代表 坂川 順一）

・まちづくり岡山ネットワーク
（代表 吉澤万千子）

さくらの家
（代表 落合 清三）

欅の杜塾
（代表 安木 正明）

鳥羽踊り保存会
（代表 藤井 護）

プラント
（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会
（代表 三宅 秀治）

・はっぴいひろばとまとさん家
（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会
（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル
ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
五 味 会

（代表 宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（代表 北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室

（代表 藤井 和海）
倉掛自治連合会

（会長 細羽 正敏）
岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）
・ビビッド経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 高木 繁光）
たかやランニングクラブ

（代表 高木 完二）
井原ライトクラブ

（代表 大石 京子）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会（代表 大元 重明）
猪清サロン スミレクラブ

（代表 曽根 勝）
井原手話サークル

（代表 山足 敏子）
サロンあすは

（代表 妹尾 一成）
緑のカーテンコンテスト実行
委員会（代表 安井佐代子）

・あんしん
（代表 浅野 毅）

北山ひまわり会
（代表 片山 守）

井原にほんご教室
（代表 三宅 康子）

・やさい塾
（代表 井上 輝彦）

めだかの集い
（代表 藤井 裕史）

井原笑いヨガ・きらきら
（代表 畑地 泉）

・市民交流ネットワーク井原
（代表 大坪 正廣）

【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・作業コーナー・パソコン

コーナー・展示コーナー・ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費が必要です

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

注）ご利用には事前の申し込みが必要

つどえ～るご利用メモ

■パソコン教室受講者募集

つどえ～るではボランティア活動
や地域福祉、祭りやスポーツなど、
まちづくりを題材とした「２０１４
つどえ～る写真コンテスト」を実施
します。奮ってご応募ください。

◇ ◇
【応募規定】
・応募は井原市在住か勤務の方
・一人３点以内（応募費は無料）
・今年４月以降に撮影したもの
・額縁入り
・カラー及び白黒
・Ａ４又は四つ切サイズ

【申込】１２月７日（日）までにつどえ～るへ持参
【審査】主催者及び主催者の委嘱する審査員により

行い、１２月中旬に発表
【展示】１２月１８日～２７年１月１２日

会場：つどえ～る
【主催】井原市 井原市市民活動センター
【後援】井原市教育委員会 市社協 井原放送

※ 応募用紙＆詳しい内容はつどえ～るへ

表 彰
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銀賞 ２点

銅賞 ３点
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